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研究成果の概要（和文）：近年その進歩がめざましいライティング自動採点システムを、英作文

の評価だけでなく指導にも利用する授業モデルを構築し、その効果の検証を行った。まず自動

採点システム自体の精度を分析すると共に、文法や語法指導などをそのシステムに委ね、教師

がより重要な側面である内容、構成、論理展開などの指導に時間と労力をさけるような授業モ

デルが、通常授業とほぼ同程度の学生の伸びをもたらすという結果を得た。更に学生の特性に

よって適切なモデルが違うことが判明したので、その違いに合わせたモデルの最適化を図った。 
 
研究成果の概要（英文）：The teaching (classroom) models that incorporate the use of 
automated writing assessment system were constructed and evaluated for their 
effectiveness in terms of student improvements. These models are designed for to allow 
teachers to direct their resources to more important areas such as content, organization 
and logical development by leaving the feedback-giving for local areas (grammar, 
expressions, etc.) to the automated writing assessment software. While testing the efficacy 
of the software itself, the study obtained almost similar student improvements using the 
models as compared to regular writing classes. Also, it was found that different models 
match different types of students, so the maximization of the effects of each model was 
done based on the data. 
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実験群と統制群の学生の伸びの比較
(実験群＝２１人、統制群＝２０人、それぞれスラッシュの右の下線の数値

が実験群、左の数値が統制群）

事前テスト 事後テスト

語数 平均点 語数 平均点

179/168 3.1/3.2
（総合点）

204(**)/210(**) 4.2(**)/4.3(**) 
（総合点）

内容 3.4/3.3 内容 4.2(**)/4.4(**) 
構成 2.9/2.6 構成 4.6(**)/4.4(**) 

語彙・表現 3.6/3.3 語彙・表現 3.9(*)/3.5
文法・語法 3.0/3.2 文法・語法 3.7(*)/3.5(†)
句読点法 2.8/3.0 句読点法 4.7(**)/4.5(**) 

１．評価はすべて旧ＴＯＥFLⓇ ＴＷＥの０－６の７段階評価
２．T検定による有意差 ** (p< .01)  * (p< .05)  † (p< .1) 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）代表者は長年英語ライティングに関す
る研究及び教員教育を行ってきた。その中で、
英語の国際化に伴ってライティング指導の
重要性が増す一方で、日本の英語ライティン
グ教育が文法や語法などのローカルな分野
に重点を置き過ぎて、内容、構成、論理展開
などのよりコミュニケーションとして重要
な部分の指導が十分でないことを訴えてき
たが、なかなか現状を変える方法が見つから
なかった。 
（２）最近その進歩が目覚しい自動採点シス
テムに出会い、それを単に採点・評価に利用
するのみでなく、教員の限られたリソースを
より重要なグローバルな分野（内容、構成、
論理展開など）に向けるために、自動採点シ
ステムのフィードバック機能をローカルな
分野（文法、表現など）の指導に利用する指
導モデル及び授業デザインの構築を考えた。 
 
２．研究の目的 
 
（１）自動採点システムのフィードバック機
能が十分授業において使えるような精度を
持つか精査し、かつそれを組み込んだ授業モ
デルが通常のライティング授業とほぼ同じ
学生の伸びをもたらすかどうかを検証する。 
（２）上記の検証の結果を受けて授業モデル
を修正し、さまざまなクラスでその効果を検
証する。 
（３）学生の特質などの他の要因によって効
果に差があるかどうかを実験的手法と質問
紙・インタビュー・授業観察などの質的分析
手法によって詳細に分析し、授業モデルの最
適化を図る。 
 
３．研究の方法 
 
（１）自動採点システム自体の機能の精度を
確かめるため、授業で使用し、教員と学生の
反応を調べると同時に、人間の評価書の評価
との相関を分析した。 
（２）自動採点システムの分析に基づいて、
その長所が最も生かされ、かつ教師の指導が
より重要な側面（内容、構成、論理展開）に
向けられるような授業モデルを構築した。 
（３）上記授業モデルをさまざまなクラスに
対して使用し、通常クラスとの学生の伸びの
比較を統計的に検証し、質的分析（質問紙・
インタビュー・授業観察）も行った。 
（４）上記（１）（３）の結果によってモデ
ルの修正を行い、さらに学生の特性によって
効果や動機づけに差が現れるかについて統
計的分析を行った。 
（５）このようにして徐々に適正化を図った
モデルを使って教員研修を行い、教員にその

有効性、適合性、現実性について評価を依頼
した。その結果をもとに更なる適正化を行っ
た。 
 
４．研究成果 
 
（１） まず、いくつかの自動採点ソフトを 
比較検討し、外国語として英語を学ぶ日本の
大学生に最も適している ETS の Criterion 
(SM)を実験に使用することを決定した。授業
で実際に使用した結果、英語力の低い学生で
も教師の援助があれば十分使いこなせるこ
とが分かり、かつ人間の評価者の評価との相
関(0.72)もかなり高いことが判明した。 
（２） 次に教師は主にグローバルな側面 
（内容、構成、論理展開）に対して授業内外
で指導し、ローカルな側面（文法、語法など）
については学生が自動採点ソフトのフィー
ドバックによって自律的に修正して行く「授
業モデル」を構築した。文系学生中心のクラ
スと理系学生中心のクラスに対して、１セメ
スターその授業モデルを使って授業を行い、
通常のライティング授業をするクラス（統制
群）と学生の伸びを比較したところ、全ての
ケースにおいて、ほぼ同等の伸びが確認され
た（図１の結果は文系の２クラスを比較した
その一例）。つまり、細かい文法や語法など
の指導は自動採点ソフトに委ねても、十分に
学生の伸びが得られること、そして質問紙や
アンケートによる質的分析から、教師の時間
や労力が軽減された分、その指導がより重要
な側面に向けられ、教師、学生双方の満足度
がかなり高いことも分かった。ただ、自動採
点ソフトが意味を扱う分野に対応できない
ことや、使っていくうちに段々学生が飽きて
くることなどの問題点も発見された。           

        （表１） 
 
（３）上記問題点を考慮して、授業モデルを
改善すると同時に、さらに詳細な分析をする



 

 

クラスター①＝グローバルな志向性 (内容 + 構成)
クラスター②＝意味への志向性(内容+ 語彙・表現)
クラスター③＝ローカルな志向性 (語彙・表現 + 文法・語法)
＊７人を外れ値として排除
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2ーステップ クラスター分析

クラスター①

クラスター②

クラスター③

分野 内容 構成 語彙・表現 文法・語法 句読点法 

Cluster①=44 2.09 1.59 3.48 2.86 4.98 

Cluster②=39 1.31 3.49 1.87 3.38 4.95 

Cluster③=60 3.87 2.82 1.47 2.02 4.80 

 

ために、①自動採点ソフトを授業内で教師や
仲間との共同作業の中で使用する授業デザ
イン、②授業ではグローバルな側面（内容、
構成、論理展開）を教師から学び、宿題とし
て自動採点ソフトを使った自律的な修正を
行う授業デザイン、③上記の２つの方式を交
互に行うデザインを構築した。予想通り、②
の宿題によって自律的に自動採点ソフトを
使用させる授業デザインを使用したクラス
の伸びが特に文法や語法などの側面におい
て他の２つのグループよりも低いことが分
かった。そこから、同じように自動採点ソフ
トを使用しても、何らかの教師や仲間との関
わりがないと動機づけが失われ易いことが
推測された。より重要な結果は、学生の特性
やタイプによってそれぞれの授業デザイン
に対する反応、効果、動機づけの度合いが違
うところであった。 
（４）学生の学力差によってそれぞれの授業
モデルの効果を分析すると、上位者も下位者
も有意に伸びており、学力よりも学習者特性
による差が大きいことが分かった。そこで、
改めてさまざまな専攻分野の３大学の学生
１５０人に対してライティング指導に関す
る志向性のアンケート調査を行い、一般的な
学生がどのような志向性を持っているかを
探った。その際後で詳細分析ができるように、
（３）の実験で使った学生を意図的に対象者
に含めた。この１５０人のアンケート調査結
果に対してクラスター分析を行うことによ
って、以下の３つのタイプの学生が特定でき
た（図１参照：縦軸の「ランク付け」とは、 
それぞれの学生がより重要視し、より学びた
いと思っている分野について順位付けをし
た結果を数値化したものである）。 
①内容や構造などのグローバルな分野に注
目しそこをより学びたいと思っている学生 
②グローバル、ローカルに関わらず、意味に
関する分野（内容と表現）を注目しそこをよ
り学びたいと思っている学生 
③文法や表現などのローカルな分野に注目
しそこをより学びたいと思っている学生 
 ①と③については、日本の英語教育が段々
とコミュニケーション中心になって行く過
程の反映として想定の範囲内であったが、②
については、あまり他国や先行研究に見られ
ない非常に興味深い特性を持つ集団であり、
訳読を中心とした指導の影響が推測される。 
この３つの志向性を持つ集団の（３）の実験
における伸びや反応を比較すると、それぞれ
自分の最も学びたい分野が教師や仲間との
ダイナミックな関係の中で扱われる場合に
より大きな伸びが見られ、満足度や動機づけ
も高まることが分かった。 
 
        
 

 

      （図１） 
 
（５）最後にこうして構築、検証してきた授
業モデルを教員研修で実験的に使用して、教
師の側からの評価を依頼した。上記の３つの
モデルに対してそれぞれ有効性、カリキュラ
ムとの適合性、現実性の３点について評価を
してもらった結果、教師はクラスの運営者と
しての視点から考える傾向が強いため、実際
の学生の伸び、学生の反応とはかなり違う結
果が得られた。例えば、授業内で自動採点ソ
フトを絡めた指導をうまく行うためにはそ
ういう技能や訓練が必要とされるというと
ころから、有効性においては（３）の①や③
のモデルが高く評価される一方で、現実性に
おいては②のモデルがより高く評価される
という一貫しない反応が大半を占めた。 
（６）教師の側の問題はかなり研修などによ
って解決されるが、自動採点ソフトを使用し
た授業モデルの最適化に当たって最も大切
な要素は、学生の特性、志向性であることが
判明した。同じクラスの中で学生のタイプに
よって違う授業デザインを使用するのは教
師の側に大きな負担を強いることになり、本
研究の目的に反する。よって、（４）の②や
③のタイプの学生の志向性を少しずつ変え
ていけるように、つまり、彼らが内容、構成、
論理展開などの英語ライティング教育にお
ける最も重要な側面の学習に徐々に意義を
感じるよう、そして学びの中心をそこに向け
て行けるような配慮や仕組みを３つの授業
デザインの中に組み込む形での授業モデル
の最適化を現在図っている。 
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